
JP 2005-512751 A5 2006.2.2

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 １ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 18年 2月 2日 (2006.2.2)
　
【 公 表 番 号 】 特 表 2005-512751(P2005-512751A)
【 公 表 日 】 平 成 17年 5月 12日 (2005.5.12)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2005-018
【 出 願 番 号 】 特 願 2003-557360(P2003-557360)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ａ ４ ７ ＪＡ ４ ７ ＪＡ ４ ７ ＪＡ ４ ７ ＪＡ ４ ７ ＪＡ ４ ７ ＪＡ ４ ７ ＪＡ ４ ７ Ｊ   37/10     (2006.01)  37/10     (2006.01)  37/10     (2006.01)  37/10     (2006.01)  37/10     (2006.01)  37/10     (2006.01)  37/10     (2006.01)  37/10     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ａ ４ ７ Ｊ   37/10          
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 8月 18日 (2005.8.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 底 部 （ １ ） 及 び 壁 部 （ ２ ） を 有 す る と 共 に 、 該 底 部 （ １ ） が 、 焼 き 物 な い し 炒 め 物 用 食
材 を 載 置 す る た め の 隆 起 部 （ ３ ） と 、 該 隆 起 部 （ ３ ） を 包 囲 す る 実 質 的 に 環 状 の 窪 部 （ ４
） と を 有 し 、 及 び 前 記 隆 起 部 （ ３ ） が 、 少 な く と も １ つ の ミ ゾ （ ８ ） を 有 す る よ う 構 成 さ
れ る 、 焼 き 物 な い し 炒 め 物 用 食 材 の 調 理 器 具 に お い て 、
　 前 記 隆 起 部 （ ３ ） は 、 焼 き 油 分 又 は 他 の 流 動 体 が 全 方 向 に 向 か っ て 窪 部 （ ４ ） へ 流 入 可
能 な よ う に 凸 状 に 湾 曲 な い し 反 る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 ミ ゾ （ ８ ） は 、 焼 き 物 な い し 炒 め 物
用 食 材 を 湿 潤 す る た め に 、 焼 き 油 分 又 は 他 の 流 動 体 を 前 記 窪 部 （ ４ ） か ら 前 記 隆 起 部 （ ３
） に 一 時 的 な 逆 戻 し を す る こ と が で き る よ う 構 成 さ れ る こ と
　 を 特 徴 と す る 調 理 器 具 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 名 称 】 調 理 器 具
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 底 部 及 び 壁 部 を 有 す る と 共 に 、 該 底 部 が 、 焼 き 物 な い し 炒 め 物 用 （ 加 熱 調 理
用 ） 食 材 を 載 置 す る た め の 隆 起 部 と 、 該 隆 起 部 を 包 囲 す る 実 質 的 に 環 状 の 窪 部 と を 有 し 、
及 び 前 記 隆 起 部 が 、 少 な く と も １ つ の ミ ゾ を 有 す る よ う 構 成 さ れ る 、 と り わ け 焼 き 物 な い
し 炒 め 物 用 （ 「 加 熱 調 理 用 」 と い う ） 食 材 の 油 脂 分 フ リ ー （ fettfrei） な 加 熱 調 理 （ Brat
en und Garen） 用 の 、 調 理 器 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 通 常 柄 付 フ ラ イ パ ン と し て 存 在 す る こ の 種 の 調 理 器 具 の 背 景 は 、 カ ロ リ ー を 意 識 し た 食
事 の た め の 低 脂 肪 の 食 品 調 理 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 Ｕ Ｓ  ３ ８  ４ ７  ０ ６ ８



【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 Ｕ Ｓ  １  ４ ６ ７  ２ ７ ２
【 特 許 文 献 ３ 】 ド イ ツ 実 用 新 案 Ｄ Ｅ  ２ ９ ６  ０ ５  ８ ８ ８  Ｕ １
【 特 許 文 献 ４ 】 米 国 特 許 Ｕ Ｓ  ２ １  ９ ８  ６ ４ ７
【 特 許 文 献 ５ 】 ド イ ツ 実 用 新 案 Ｄ Ｅ  ２ ９ ９  ２ ２  ２ ５ ５  Ｕ １
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 特 許 出 願 の 教 示 は 、 上 掲 特 許 文 献 １ か ら 生 じ る 先 行 技 術 を 出 発 点 と す る 。 上 掲 特 許 文
献 １ に 開 示 さ れ た フ ラ イ パ ン は 、 凸 状 に 湾 曲 し た 隆 起 部 を 有 す る 底 部 を 有 し 、 こ の 隆 起 部
上 で 食 材 を 炒 め た り 焼 い た り す る 等 の 加 熱 処 理 を 行 う 。 焼 き 油 分 又 は 他 の 流 動 体 は 、 環 状
の 窪 み 部 に 流 入 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 付 着 （ こ び り つ き ） を 阻 止 す る た め で
あ れ 、 食 材 の 香 り 付 け 又 は 加 湿 を 行 う た め で あ れ 、 オ イ ル （ 油 脂 ： Fett） 又 は 焼 き 汁 で 食
材 を 再 び 湿 潤 す る こ と が 必 要 に な る 場 合 が あ り 得 る 。 既 知 の フ ラ イ パ ン の 場 合 、 周 に 延 在
す る 窪 み 部 は 、 稜 （ な い し 段 差 ： Kante） に よ っ て 隆 起 部 か ら 分 離 さ れ る た め 、 窪 み 部 か
ら の 流 動 体 の 逆 戻 し は 、 不 可 能 で は な い が そ も そ も 極 め て 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 上 掲 特 許 文 献 ２ か ら 他 の 調 理 器 具 も 既 知 で あ る 。 こ の 調 理 器 具 は 、 環 状 の 窪 み 部
と 、 隆 起 部 と を 有 す る フ ラ イ パ ン で あ る 。 隆 起 部 は 、 （ 複 数 の ） 中 断 部 を 有 す る 縁 に よ っ
て 囲 ま れ た 平 坦 な 加 熱 面 を 画 成 す る 。 焼 き 油 分 は 、 中 断 部 を 介 し て 流 出 で き る 。 こ の フ ラ
イ パ ン の 場 合 、 焼 き 油 分 及 び ／ 又 は 食 材 か ら 滲 出 す る 流 動 体 は 、 中 断 部 を 介 し て 流 出 可 能
と な る 前 に 、 ま ず 平 坦 な 加 熱 処 理 面 上 で 捕 集 さ れ な け れ ば な ら な い と 云 う 欠 点 が あ る 。 従
っ て 、 食 材 は 油 脂 中 に 暫 時 滞 留 す る こ と と な る が こ れ は 望 ま し く な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 掲 特 許 文 献 ３ に は 、 フ ラ イ パ ン 底 部 全 体 に わ た っ て 複 数 の ミ ゾ が 延 在 す る フ ラ イ パ ン
が 記 載 さ れ て い る 。 更 に 、 ミ ゾ が 大 部 分 連 通 し 且 つ 油 脂 が 流 入 す る 窪 み が 設 け ら れ て い る
。 ミ ゾ 底 は 、 窪 み に 向 か っ て 傾 斜 す る よ う 記 載 さ れ て お り 、 他 方 、 （ ミ ゾ 間 の ） 隆 起 は す
べ て 同 じ 高 さ を 有 し 、 槽 に 対 し て 隆 起 し た 平 坦 部 分 を 構 成 し て い る 。 こ の フ ラ イ パ ン の 場
合 、 加 熱 処 理 面 の 構 造 に 起 因 す る 洗 浄 問 題 が 欠 点 を な す 。 更 に 、 複 数 の ミ ゾ に よ っ て 、 焼
き 物 な い し 炒 め 物 用 食 材 に 対 す る 冷 却 ブ リ ッ ジ が 形 成 さ れ る た め 、 当 該 食 材 の 調 理 及 び ／
又 は 調 理 時 間 に 対 し て 不 利 に 作 用 し 得 る 。 ま た 、 問 題 の ミ ゾ は 、 焼 き 油 分 の 逆 戻 し に も 適
さ な い 。 そ の 理 由 は 、 食 材 が 隆 起 し た 平 坦 部 分 上 に （ ミ ゾ 底 か ら ） 高 く 持 ち 上 げ ら れ て 載
置 さ れ る た め 、 濡 ら す こ と が で き な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ れ ゆ え 、 （ 技 術 ） 上 位 概 念 な い し 種 類 を 規 定 す る 先 行 技 術 と し て の 上 掲 特 許 文 献 １ を
出 発 点 と し 、 本 発 明 の 教 示 は 、 焼 き 油 分 又 は 他 の 流 動 体 の 隆 起 部 へ の 逆 戻 し を 短 い 滞 留 時
間 だ け 可 能 と す る 上 述 の 種 類 の 調 理 器 具 を 提 供 す る と 云 う 課 題 に 基 づ く 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 課 題 は 、 請 求 項 １ の 特 徴 部 に 記 載 の 特 徴 に よ っ て 解 決 さ れ る 。 即 ち 、 上 述 の 種 類
の 調 理 器 具 に お い て 、 前 記 隆 起 部 は 、 焼 き 油 分 な い し 他 の 流 動 体 が 全 方 向 に 向 か っ て 窪 部
へ 流 入 可 能 な よ う に 凸 状 に 湾 曲 な い し 反 る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 ミ ゾ は 、 焼 き 物 な い し 炒 め
物 用 食 材 を 湿 潤 す る た め に 、 焼 き 油 分 （ Bratfett、 加 熱 時 に 液 状 化 す る 油 脂 成 分 ） な い し
他 の 流 動 体 を 前 記 窪 部 か ら 前 記 隆 起 部 に 一 時 的 な 逆 戻 し を す る こ と が で き る よ う 構 成 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
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（ 形 態 １ ・ 基 本 構 成 ）

本 発 明 の 独 立 請 求 項 １ に よ り 、 上 記 課 題 に 対 応 す る 効 果 が 達 成 さ れ る 。 即 ち 、 本 発 明 の
調 理 器 具 は 、 必 要 に 応 じ て 食 材 を 湿 潤 す る た め に 、 焼 き 油 分 又 は 他 の 流 動 体 を そ の 隆 起 部
へ 逆 戻 し す る こ と が で き る と と も に 、 該 焼 き 油 分 等 の 該 隆 起 部 に お け る 滞 留 を 短 時 間 に 留
め る こ と が で き る （ 即 ち 該 焼 き 油 分 等 を 速 や か に 該 隆 起 部 か ら 除 去 す る こ と が で き る ） 。



　
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ に 認 識 さ れ た こ と は 、 必 要 に 応 じ て 食 材 を 湿 潤 （ 濡 れ ： Benetzung） す る た め に 、
隆 起 部 へ の 焼 き 油 分 又 は 他 の 流 動 体 の 逆 戻 し を す る こ と は 望 ま し い が 、 同 時 に 、 逆 戻 し さ
れ た 流 動 体 は 、 短 い 滞 留 時 間 を 有 す べ き で あ る と い う こ と で あ る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 窪 部
と 隆 起 部 と の 間 に 、 （ ミ ゾ を 介 し て ） 流 動 体 を 窪 部 か ら 食 材 な い し 隆 起 部 へ 逆 戻 し す る た
め の 少 な く と も １ つ の ミ ゾ が 形 成 さ れ る が 、 こ の 場 合 、 流 動 体 は － 凸 状 の 湾 曲 の た め － 再
び 全 方 向 に 向 か っ て 迅 速 に 流 下 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 僅 か に 輪 郭 を 付 与 形 成 （ 構 造 形 成 ： struktuiert） さ れ た 表 面 を 有 す る そ れ 自 体 は 既 知
の 凸 状 の 湾 曲 （ 面 ） を 保 持 し た こ と に よ っ て 、 一 方 で は 、 洗 浄 が 困 難 な 底 部 構 造 を 回 避 し
、 他 方 で は 、 平 坦 な 加 熱 面 と し て 構 成 さ れ る 隆 起 部 分 に 油 脂 及 び 流 動 体 が 比 較 的 長 く 蓄 積
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更 に 、 各 従 属 請 求 項 に よ り 、 付 加 的 な 効 果 が そ れ ぞ れ 達 成 さ れ る 。

　 以 下 に 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 、 上 記 基 本 構 成 を 形 態 １ と し て 示 す が 、 こ れ ら
は 従 属 請 求 項 の 対 象 で も あ る 。

（ 形 態 １ ） 　 上 掲 。
（ 形 態 ２ ） 　 上 記 形 態 １ の 調 理 器 具 に お い て 、 前 記 隆 起 部 の 凸 状 の 湾 曲 は 、 ゆ る く 成 形

さ れ る こ と 、 及 び 前 記 隆 起 部 の 凸 状 の 湾 曲 の 曲 率 半 径 は 、 凡 そ １ ４ ０ ０ ｍ ｍ ～ ４ ０ ０ ０ ｍ
ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ３ ） 　 上 記 形 態 １ 又 は ２ の 調 理 器 具 に お い て 、 前 記 隆 起 部 は 、 調 理 器 具 の 下 部 の
加 熱 範 囲 又 は 調 理 部 位 の 加 熱 中 、 凸 状 湾 曲 を 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ４ ） 　 上 記 形 態 １ ～ ３ の 調 理 器 具 に お い て 、 前 記 隆 起 部 は 、 稜 を 形 成 す る こ と な
く 実 質 的 に 連 続 的 に 前 記 窪 部 に 移 行 す る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ５ ） 　 上 記 形 態 １ ～ ４ の 調 理 器 具 に お い て 、 前 記 窪 部 は 、 凹 状 に 湾 曲 さ れ る こ と
、 及 び 前 記 窪 部 の 凹 状 の 湾 曲 の 曲 率 半 径 は 、 凡 そ １ ３ ｍ ｍ ～ １ ５ ｍ ｍ で あ る こ と が 好 ま し
い 。

（ 形 態 ６ ） 　 上 記 形 態 １ ～ ５ の 調 理 器 具 に お い て 、 前 記 ミ ゾ は 、 前 記 窪 部 に 接 続 開 口 し
、 好 ま し く は 該 窪 部 の 方 向 に 拡 幅 す る よ う 構 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ７ ） 　 上 記 形 態 １ ～ ６ の 調 理 器 具 に お い て 、 前 記 隆 起 部 の 前 記 ミ ゾ は 、 ア ン ダ ー
カ ッ ト が 形 成 さ れ ず 、 且 つ 該 隆 起 部 の 表 面 に ほ ぼ 稜 が 形 成 さ れ な い よ う 構 成 さ れ る こ と が
好 ま し い 。

（ 形 態 ８ ） 　 上 記 形 態 １ ～ ７ の 調 理 器 具 に お い て 、 前 記 ミ ゾ の 凹 状 の 湾 曲 の 曲 率 半 径 は
、 凡 そ ２ ～ ３ ｍ ｍ で あ る こ と 、 及 び 前 記 ミ ゾ の 凸 状 の 湾 曲 の 曲 率 半 径 は 、 凡 そ ３ ｍ ｍ で あ
る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ９ ） 　 上 記 形 態 １ ～ ８ の 調 理 器 具 に お い て 、 と り わ け 平 行 に 配 列 さ れ る 複 数 の ミ
ゾ が 形 成 さ れ る こ と 、 及 び 前 記 複 数 の ミ ゾ の う ち の 外 側 の ミ ゾ の 凹 状 の 湾 曲 の 曲 率 半 径 は
、 該 複 数 の ミ ゾ の う ち の 内 側 の ミ ゾ の 曲 率 半 径 よ り も 幾 分 小 さ い こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 １ ０ ） 　 上 記 形 態 １ ～ ９ の 調 理 器 具 に お い て 、 前 記 ミ ゾ は 、 前 記 隆 起 部 の 半 分 よ
り も 長 い 範 囲 に 亘 っ て 延 在 す る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 １ １ ） 　 上 記 形 態 １ ～ １ ０ の 調 理 器 具 に お い て 、 前 記 窪 部 は 、 焼 き 油 分 又 は 他 の
流 動 体 を 貯 溜 す る た め の 少 な く と も １ つ の 拡 張 部 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 １ ２ ） 　 上 記 形 態 １ １ の 調 理 器 具 に お い て 、 前 記 窪 部 は 、 前 記 拡 張 部 へ 向 か う 傾
斜 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 １ ３ ） 　 上 記 形 態 １ ～ １ ２ の 調 理 器 具 に お い て 、 前 記 ミ ゾ は 、 前 記 拡 張 部 に 接 続
開 口 す る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 １ ４ ） 　 上 記 形 態 １ ～ １ ３ の 調 理 器 具 に お い て 、 前 記 底 部 及 び 前 記 壁 部 は 、 ア ル
ミ ニ ウ ム 、 鉄 、 特 殊 鋼 又 は 銅 か ら 製 造 さ れ る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 １ ５ ） 　 上 記 形 態 １ ４ の 調 理 器 具 は 、 特 殊 鋼 で 製 造 さ れ 、 付 着 防 止 処 理 さ れ る こ
と が 好 ま し い 。



（ 滞 留 ） す る こ と を 回 避 で き る と 云 う 利 点 が 得 ら れ る 。 焼 き 油 分 又 は 他 の 流 動 体 （ 加 熱 時
液 状 成 分 ） は 、 （ 半 径 方 向 の ） 全 方 向 に 向 か っ て 窪 部 内 に 流 下 す る こ と が で き る 。 凸 状 の
湾 曲 と は 、 一 般 的 に は 、 平 面 図 に お い て 円 形 で あ り そ の 中 心 に お い て 高 さ が 最 も 高 く な る
隆 起 を い う 。 し か し な が ら 、 本 発 明 で は 、 ま さ に 幾 何 学 的 に 区 分 け さ れ た 又 は 角 ば っ た （
矩 形 の ） フ ラ イ パ ン を 考 慮 し て 、 そ の 他 の 形 状 と す る こ と も 可 能 で あ り 、 最 高 隆 起 部 は 必
ず し も 隆 起 部 の 中 心 に あ る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 十 分 な 焼 き 油 分 の 欠 如 に 起 因 す る 固 着 を 一 層 良 好 に 回 避 で き る よ う に す る た め に 、 隆 起
部 の 凸 状 の 湾 曲 を 特 に 緩 や か に 成 形 （ ausgepraegt） す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 隆 起 部
の 凸 状 の 湾 曲 の 曲 率 半 径 は 、 凡 そ １ ４ ０ ０ ｍ ｍ ～ ４ ０ ０ ０ ｍ ｍ （ １ ． ４ ｍ ～ ４ ｍ ） と す る
こ と が で き る 。 湾 曲 を 緩 や か に す る こ と に よ り 緩 慢 な 流 下 が 達 成 さ れ る が 、 そ の 際 焼 き 油
分 と 底 面 と の 間 の 付 着 力 は 比 較 的 ゆ っ く り と 克 服 さ れ る 。 か く し て 、 食 材 の た め の 焼 き 油
分 が 十 分 に 利 用 で き る 。 食 材 の 孔 が 閉 じ ら れ 、 以 っ て 固 着 の 危 険 性 が と に か く 減 少 さ れ る
か 十 分 に 回 避 さ れ る 場 合 は 、 焼 き 油 分 は ほ と ん ど 使 用 し な い で 済 ま す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 特 に 好 ま し い 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 調 理 器 具 の 隆 起 部 の 凸 状 の 湾 曲 は 、 加 熱 範 囲 な い し
調 理 部 位 の 加 熱 時 に 始 め て 形 成 さ れ る よ う 構 成 す る こ と が で き る 。 焼 き 油 分 を 流 下 さ せ る
た め に 必 要 な 凸 状 性 は 僅 か な も の で 十 分 で あ り 、 し か も 焼 き 油 分 は 当 面 焼 き 物 な い し 炒 め
物 用 食 材 の 間 で 作 用 さ せ る べ き で あ る の で 、 焼 き 油 分 は 、 当 初 は 隆 起 部 に 留 ま る が 、 次 い
で 調 理 部 位 の 昇 温 及 び 調 理 器 具 の 底 面 の 昇 温 及 び こ れ ら 昇 温 に 起 因 す る 隆 起 部 の 膨 張 と 共
に 湾 曲 が 形 成 さ れ る こ と に よ り 窪 部 に 流 下 す る よ う 構 成 す る と 、 大 い に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 で は 焼 き 油 分 の 流 下 が 妨 害 さ れ な い よ う 、 他 方 で は 洗 浄 に 役 立 つ よ う に す る た め に
、 隆 起 部 は 、 稜 を 構 成 す る こ と な く 実 質 的 に 連 続 的 に 窪 部 に 移 行 す る よ う 構 成 す る こ と が
で き る 。 窪 部 が 凹 状 に 湾 曲 さ れ 、 窪 部 （ Vertiefung） の 凹 状 の 湾 曲 の 曲 率 半 径 は 、 凡 そ １
３ ｍ ｍ ～ １ ５ ｍ ｍ で あ る と 都 合 が よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 窪 部 へ の 流 下 し た 後 、 焼 き 油 分 な い し 食 材 か ら 滲 出 し た 流 動 体 が 再 び 食 材 と 底 部 と の 間
に 達 す る こ と が 重 視 さ れ る 場 合 は 、 隆 起 部 は 、 少 な く と も １ つ の ミ ゾ を 有 し て い れ ば よ い
。 ミ ゾ は 、 窪 部 と 接 続 （ 連 通 ） す る た め 、 焼 き 油 分 な い し 他 の 流 動 体 を 隆 起 部 に 一 時 的 に
逆 戻 し す る こ と が で き る 。 焼 き 油 分 及 び 他 の 流 動 体 に よ る 過 剰 の 湿 潤 が 起 き る こ と の な い
よ う に す る た め に 、 ミ ゾ は 、 窪 部 の 方 向 へ （ 向 か う に 連 れ て ） 発 散 （ 拡 幅 ） さ せ る か 、 焼
き 物 な い し 炒 め 物 用 食 材 の 方 向 へ （ 向 か う に 連 れ て ） 収 束 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て －
必 要 に 応 じ － 配 量 （ 用 量 の 調 節 ） を 達 成 す る こ と で き る 。 有 利 に は 、 ミ ゾ は 、 （ 隆 起 部 の
中 心 を 挟 ん で ） フ ラ イ パ ン の 取 っ 手 （ 柄 ） の 向 か い 側 に 形 成 す る こ と が で き る た め 、 フ ラ
イ パ ン の 取 っ 手 を 軽 く 下 方 に 押 し 下 げ る こ と に よ っ て 、 （ 窪 部 へ ） 流 下 し た 焼 き 油 分 を （
隆 起 部 へ ） 逆 戻 し す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ミ ゾ を 形 成 す る 場 合 、 ミ ゾ が 、 ア ン ダ ー カ ッ ト （ Hinterschneiden） 又 は 稜 （ な い し 角
、 Kante） を 形 成 せ ず 、 隆 起 部 の 稜 の な い 表 面 に 連 続 的 に （ な だ ら か に ） 適 合 す る と 有 利
で あ る 。 こ の 場 合 、 ミ ゾ の 凹 状 の 湾 曲 の 曲 率 半 径 は 、 長 手 方 向 の ミ ゾ の 収 束 な い し 発 散 推
移 を 考 慮 し て 、 断 面 で 凡 そ ２ ～ ３ ｍ ｍ と す る こ と が で き 、 ミ ゾ の 凸 状 の 湾 曲 の 曲 率 半 径 は
、 凡 そ ３ ｍ ｍ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 比 較 的 面 積 の 大 き い 焼 き 物 な い し 炒 め 物 用 食 材 の 下 方 へ の 焼 き 油 分 の 逆 戻 し に 関 し て 、
と り わ け 平 行 に 配 置 さ れ る 複 数 の ミ ゾ を 設 け る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 （ 当 該 複 数 の ミ
ゾ の 内 の ） 外 側 の ミ ゾ の 凸 状 の 湾 曲 の 曲 率 半 径 は 、 内 側 の ミ ゾ の 当 該 曲 率 半 径 よ り も 幾 分
小 さ く す る こ と が で き る 。 焼 き 物 な い し 炒 め 物 用 食 材 の 外 側 の 範 囲 に は 、 隆 起 部 の 凸 状 の
湾 曲 に 基 づ き 内 側 の 範 囲 か ら － ミ ゾ 内 部 （ を 通 過 す る だ け ） だ け で は な く － 同 じ く 全 方 向
（ 全 方 面 ） へ 向 か っ て （ 外 周 部 の ） 窪 部 の 方 向 へ 向 か っ て 流 動 す る 焼 き 油 分 が 直 接 供 給 さ
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れ る 。 こ の 限 り に お い て 、 焼 き 油 分 の 逆 戻 し は 、 外 側 の ミ ゾ に お い て は よ り 僅 か な 量 に 維
持 す る こ と が で き る 。 貯 溜 し た 焼 き 油 分 を 焼 き 物 な い し 炒 め 物 用 食 材 の 下 方 全 体 へ の 逆 戻
し を 可 能 と す る た め に 、 １ つ 又 は 複 数 の ミ ゾ を 、 隆 起 部 の （ 片 側 ） 半 分 を 越 え た 広 い 範 囲
に わ た っ て 延 在 さ せ る こ と が で き る 。 隆 起 部 の 通 常 は 中 心 に 位 置 す る 最 高 隆 起 点 を 越 え て
、 そ し て 全 方 向 へ の 流 下 及 び 湿 潤 （ 濡 れ ： Benetzung） を 実 現 す る こ と が ま さ に 重 要 な の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 比 較 的 多 量 の 焼 き 油 分 の 逆 戻 し を な し 得 る 液 溜 ま り を 利 用 で き る よ う 、 窪 部 は 、 焼 き 油
分 又 は 他 の 流 動 体 を 貯 溜 す る た め の 少 な く と も １ つ の 拡 張 部 を 有 す る こ と が で き る 。 半 径
方 向 に 所 定 の 間 隔 を な し て 配 置 し 得 る 複 数 の 、 例 え ば ２ ～ ４ つ の 液 溜 ま り な い し 拡 張 部 を
設 け る こ と も 可 能 で あ る 。 し か し な が ら 、 フ ラ イ パ ン の 取 っ 手 の 上 述 の 簡 単 な て こ （ 押 し
下 げ ） 運 動 の （ に よ っ て 逆 戻 し を 可 能 と す る ） た め に 、 フ ラ イ パ ン の 取 っ 手 の （ 隆 起 部 の
中 心 を 挟 ん だ ） 向 か い 側 に た だ 一 つ の 液 溜 ま り を 設 け る と 都 合 が よ い 。 窪 部 が 拡 張 部 へ 向
か っ て 傾 斜 を 有 す る こ と に よ っ て 、 液 溜 ま り な い し 拡 張 部 内 で の 焼 き 油 分 の 定 常 的 貯 溜 を
支 援 す る こ と が で き る 。 更 に 、 拡 張 部 の 形 態 は 、 稜 が な く 、 本 発 明 に 係 る 調 理 器 具 の 底 部
の 一 様 で 平 滑 な 、 従 っ て 洗 浄 が 容 易 な 表 面 に 適 合 可 能 な 丸 み を 有 す る よ う 構 成 す る こ と で
き る 。 上 述 の （ 複 数 の ） ミ ゾ を 介 す る 焼 き 油 分 の 逆 戻 し の 観 点 か ら 、 当 該 ミ ゾ は 拡 張 部 に
接 続 （ 連 通 ） 開 口 す る こ と が で き る 。 ミ ゾ を 有 し な い 実 施 形 態 の 場 合 、 （ ミ ゾ ） 案 内 な し
で の 焼 き 油 分 逆 戻 し の 目 的 は 、 旋 回 運 動 に よ っ て 達 成 す る こ と も で き る 。 何 れ に せ よ 本 質
的 に は 、 逆 戻 し さ れ た 焼 き 油 分 も ま た 、 隆 起 部 の 凸 状 性 に も と づ き 、 直 ち に 再 び 窪 部 に 流
下 す る 。 コ レ ス ト ロ ー ル 低 下 以 外 の 、 焼 き 油 分 の 流 下 の 更 な る 利 点 は 、 高 温 の 油 脂 の 飛 散
（ 跳 ね 上 が り ） を 大 幅 に 回 避 で き る と 云 う 点 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 材 料 の 観 点 か ら は 、 調 理 器 具 の 底 部 及 び 壁 部 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 鉄 、 特 殊 鋼 又 は 銅 か ら
製 造 す る こ と が で き る 。 製 造 技 術 的 に は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 鋳 物 （ Aluminiumguss） 、 鋳 鉄 （ G
usseisen） 、 プ レ ス 加 工 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム （ gedruecktes Aluminium） 、 打 ち 抜 き 加 工
さ れ た 特 殊 鋼 （ gestanzten Edelstahl） が 問 題 （ 対 象 ） と な る 。 調 理 器 具 を 特 殊 鋼 で 製 造
す る 場 合 は 、 付 着 防 止 処 理 （ コ ー テ ィ ン グ ） を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 教 示 を 有 利 な 態 様 で 構 成 及 び 発 展 す る 可 能 性 は 多 々 存 在 す る 。 こ れ に 関 し て 、
一 方 で は 請 求 項 １ に 従 属 す る 各 請 求 項 、 他 方 で は 図 面 を 用 い た 本 発 明 の ２ つ の 実 施 例 の 以
下 の 説 明 が 参 照 さ れ る べ き で あ る 。 本 発 明 の 以 下 の 実 施 例 の 説 明 と 組 合 せ て 、 本 発 明 の 教
示 の 一 般 的 に 好 ま し い 各 種 実 施 形 態 及 び 発 展 形 態 も 併 せ て 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 底 部 １ 及 び 壁 部 ２ を 有 し 焼 き 物 な い し 炒 め 物 用 食 材 の 油 脂 分 フ リ ー （ fettfrei） の 加 熱
処 理 を 行 う た め の 調 理 器 具 を 、 図 １ に テ ー ブ ル サ ー ビ ス 用 パ ン （ Servierpfanne） と し て
構 成 さ れ た も の を 、 図 ３ に 取 手 付 フ ラ イ パ ン と し て 構 成 さ れ た も の を 示 す 。 こ れ ら 調 理 器
具 で は 、 底 部 １ は 、 焼 き 物 な い し 炒 め 物 用 食 材 を 載 置 す る た め の 隆 起 部 ３ と 、 該 隆 起 部 ３
を 包 囲 す る 実 質 的 に 環 状 の 窪 部 （ Vertiefung） ４ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 隆 起 部 ３ は 、 凸 状 に 湾 曲 さ れ て い る た め 、 焼 き 油 分 な い し 他 の 流 動 体 （ 加 熱 時 液 状 成 分
） は 、 窪 部 ４ に 流 下 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 し た よ う に 、 隆 起 部 の 凸 状 の 湾 曲 は 、 極 め て 緩 や か に 成 形 加 工
さ れ て い る 。 図 ３ の 第 ２ 実 施 例 の 場 合 、 隆 起 部 ３ の 凸 状 の 湾 曲 の 曲 率 半 径 ５ は 、 凡 そ １ ４
０ ０ ｍ ｍ ～ ４ ０ ０ ０ ｍ ｍ （ １ ． ４ ～ ４ ｍ ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 選 択 し た ２ つ の 実 施 例 の 場 合 、 隆 起 部 ３ の 凸 状 の 湾 曲 は 、 直 接 に － 加 熱 さ れ て な い 状 態
で も － 形 成 さ れ 、 隆 起 部 ３ は 、 実 質 的 に 連 続 的 に （ 滑 ら か に ） １ つ の 稜 を 構 成 す る こ と な

(5) JP 2005-512751 A5 2006.2.2



く 窪 部 ４ に 移 行 す る 。 隆 起 部 ３ か ら 窪 部 ４ へ の 移 行 部 の 曲 率 半 径 ６ は 、 第 ２ 実 施 例 で は 、
図 ２ の 線 Ｃ － Ｃ に 沿 う 図 ４ に 示 し た 断 面 で は 凡 そ １ ５ ｍ ｍ で あ り 、 図 ２ の 線 Ｂ － Ｂ に 沿 う
図 ３ に 示 し た 断 面 で は 凡 そ ５ ～ ６ ｍ ｍ で あ る 。 窪 部 ４ は 、 凹 状 に 湾 曲 さ れ て い る 。 本 発 明
に 係 る 調 理 器 具 の 第 ２ 実 施 例 で は 、 窪 部 ４ の 凹 状 の 湾 曲 に 関 し て 、 凡 そ １ ３ ｍ ｍ ～ １ ５ ｍ
ｍ の 曲 率 半 径 ７ が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 し た よ う に 、 隆 起 部 ３ は 、 焼 き 油 分 な い し 他 の 流 動 体 を 隆 起 部 ３ に 一
時 的 に 逆 戻 し す る こ と が で き る 平 行 な ４ つ の ミ ゾ ８ を 有 す る 。 ミ ゾ ８ は 、 （ 隆 起 部 ３ の 中
心 を 挟 ん で ） フ ラ イ パ ン の 取 っ 手 の 向 か い 側 に 形 成 さ れ て い る の で 、 焼 き 油 分 な い し そ の
他 の 焼 き 物 な い し 炒 め 物 用 食 材 の （ 滲 出 ） 流 動 体 を 逆 戻 し す る た め に は 、 フ ラ イ パ ン の 取
っ 手 ９ に 対 し 、 矢 印 Ａ の 方 向 の 力 を 加 え れ ば よ い 。 ミ ゾ ８ は 、 窪 部 ４ と 接 続 （ 連 通 ） 開 口
し 、 窪 部 ４ の 方 向 へ （ 向 か う に 連 れ て ） 発 散 （ 拡 幅 ） し 、 隆 起 部 ３ の 半 分 よ り も 大 き い 範
囲 に わ た っ て 延 在 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ か ら 明 ら か な よ う に 、 隆 起 部 ３ の ミ ゾ ８ は 、 ア ン ダ ー カ ッ ト が 生 じ な い よ う 且 つ 隆
起 部 ３ の 実 質 的 に 稜 の な い 表 面 が 存 在 す る よ う 形 成 さ れ る 。 （ 平 行 な ４ つ の ミ ゾ の う ち ）
外 側 の ２ つ の ミ ゾ ８ の 凹 状 の 湾 曲 の 曲 率 半 径 １ ０ は 、 ２ ． ６ １ ｍ ｍ で あ る 。 （ 平 行 な ４ つ
の ミ ゾ の う ち ） 内 側 の ２ つ の ミ ゾ ８ の 凹 状 の 湾 曲 の 曲 率 半 径 １ １ は 、 ２ ． ６ ３ ｍ ｍ で あ る
。 （ 図 ４ に 示 す 断 面 で ） ミ ゾ ８ の 凸 状 の 湾 曲 の 曲 率 半 径 １ ３ は 、 ３ ｍ ｍ で あ る 。 か く し て
得 ら れ る 丸 み に よ り 洗 浄 は 容 易 に な る 。 外 側 の ミ ゾ ８ と 窪 部 ４ と の 間 の 範 囲 に お け る 隆 起
部 ３ の 曲 率 半 径 １ ４ は 、 ２ ０ ０ ０ ｍ ｍ （ ２ ｍ ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 窪 部 ４ は 、 ミ ゾ ８ と 接 続 （ 連 通 ） 開 口 し 焼 き 油 分 な い し 他 の 流 動 体 を 蓄 積 （ 貯 溜 ） す る
た め の 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 し た 拡 張 部 １ ５ を 有 す る 。 拡 張 部 も 、 実 質 的 に 稜 が な い よ う 形
成 さ れ る 。 隆 起 部 ３ は 、 凡 そ １ ４ ～ １ ５ ｍ ｍ の 曲 率 半 径 １ ６ を 有 す る 幾 分 強 い 湾 曲 部 を 以
っ て 拡 張 部 １ ５ に 移 行 し 、 次 い で 、 拡 張 部 １ ５ は 、 壁 部 ２ の 方 向 に 向 か っ て ４ ０ ０ ｍ ｍ の
曲 率 半 径 １ ７ を 有 す る 極 め て 偏 平 な 湾 曲 を 形 成 す る 。 拡 張 部 １ ５ の 範 囲 に お け る 窪 部 ４ の
曲 率 半 径 ７ は 、 窪 部 ４ の 通 常 範 囲 （ 拡 張 部 以 外 の 範 囲 ） の 曲 率 半 径 ７ よ り も 凡 そ １ ． ８ ～
２ ｍ ｍ だ け よ り 大 き い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ 実 施 例 の 調 理 器 具 は 、 銅 で 製 造 さ れ て い る 。 第 ２ 実 施 例 の 調 理 器 具 は 、 特 殊 鋼 で 製
造 さ れ て お り 、 付 着 防 止 処 理 （ コ ー テ ィ ン グ ： Antihaftveredelung） が 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 示 し て な い 他 の 特 徴 に 関 し て は 、 明 細 書 の 概 説 部 分 を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 最 後 に 、 本 発 明 の 教 示 は 、 上 述 の 実 施 例 に 限 定 さ れ な い と 云 う こ と を 指 摘 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 調 理 器 具 の 第 １ 実 施 例 の 略 縦 断 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 調 理 器 具 の 第 ２ 実 施 例 の 平 面 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 線 Ｂ － Ｂ に 沿 っ て 矢 印 の 方 向 に 見 た 断 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 線 Ｃ － Ｃ に 沿 っ て 矢 印 の 方 向 に 見 た 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 １ 　 底 部
　 　 ２ 　 壁 部
　 　 ３ 　 隆 起 部
　 　 ４ 　 窪 部
　 　 ５ 　 ３ の 曲 率 半 径
　 　 ６ 　 ３ と ４ と の 間 の 曲 率 半 径
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　 　 ７ 　 ４ の 曲 率 半 径
　 　 ８ 　 ミ ゾ
　 　 ９ 　 フ ラ イ パ ン の 取 っ 手 （ 柄 ）
　 １ ０ 　 ８ の 曲 率 半 径
　 １ １ 　 ８ の 曲 率 半 径
　 １ ３ 　 ８ の 曲 率 半 径
　 １ ４ 　 ８ と ４ と の 間 の ３ の 曲 率 半 径
　 １ ５ 　 拡 張 部
　 １ ６ 　 １ ５ へ の ３ の 曲 率 半 径
　 １ ７ 　 １ ５ の 曲 率 半 径
　 　 Ａ 　 力 の 方 向
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 ３ 】
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【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 ４ 】
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